


PF◎gFa腑1『ne

I Iι .Hαssルγ″5δイ可α″

Missa Secunda
Kyrie
Gloria
～Toccata avanti ll Ricercare

(from“ Flori musicali")

G.Frescobaldi(1583～ 1643)

Credo
Choralvorspiel
“Christum,wir sollen loben schon"

(frOmく
tTabulaturbuch'')

S.Scheidt(1587～ 1654)

Sanctus― Benedictus

Agnus Dei

H ISθ カク″ ″585γ lδη

Musikalische Exequien
SWV 279～ 281

1)COnCert in Fornt einer

teutschen

Begrabnis_Missa
Ⅱ)MOtette
Ⅲ )CantiCum B.Simeonis

I″.L.ハス ラー

“

5δイ～lδヨ〃

ミサ・セ クンダ

キ リエ

グロ リア

～リチェルカーレの前のトッカータ

(「 音楽の花東」くフ ィオー リム ジカー リ〉)よ り

G。 フ レスコパルデ ィ(1583～ 1643)

ク レ ド

～コラール前奏曲

「われ らキ リス トをたたえまつ る」

(「 タブ ラ トゥーラ曲集」よ り)

S.シ ャイ ト(1587～ 1654)

サンク トウス～ベネデ ィクトゥス

アニュス・デイ

'/ (1585-1672)
t)'y2t'
L?T-?V 4 _LY

SWV279-281

1)ド イツ埋葬 ミサの形式による
コンツェル ト

H)モ テット

Ⅲ)シ メオンのカンテ イクム

ツ

　

一
みヽ
渤

鳳

ム

PF◎files

鈴 木   優 く合唱指導・指揮〉

田 山奇 :喘計博取 チエロ〉

1982年東京芸術大学声楽科卒業。卒業後 2

年 間東京混 声合唱団 に在団。声楽 を吉岡巌 、

橋 本周子 に師事 。現 在主 にバ ロ ック声楽 曲の

研究 と演 奏 、合唱団 の指導 育成 にあ たる。 当

合唱 団の指 導 は1981年 よ り続 けてい る。

芸大 ヴ ァイオ リン科卒 。桑 田 品、外 山滋 各

氏 に師事。 在学 中弦楽 四重奏 でデ ビ ュー し、

その後様 々な古楽器及 びチ ェロな どを独学 し

現在 では中世 よ リロマ ン派 まで幅広 い演 奏活

動 を展 開 してい る。「古典 四重奏団」、「 タブ ラ

トウー ラ」、「音楽三味」各 メ ンバー。 グ レゴ リ

オ音楽 院講師 。

昭和 36年生 まれ 。東京芸術大学卒業 。永 島

義男氏 に師事 。在学 中芸大 バ ソヽハ カ ンター タ

クラブ に所属 、数 多 くのカ ンター タを通 して

ア ンサ ンブル の研 さん を積 む。現 在 フ リーの

奏者 と して,舌躍 中。

蓮 池    仁 くコン トラバ ス〉



岡 Iヨ青目之 介  〈チェンバロ〉

猿 圧I夕 糸己 〈ソプラノ |〉

北 本す不可里 子 〈ソプラノ2)

馬 場 睦 子 〈アルト〉

森 本 広 樹 〈テノール |〉

金 子 堅 ツ台 〈テノール 2〉

那 多頁 輝 彦  〈ベイス。バリトン〉

東京アマデウス合唱団
くソプラノ〉 「可部かお る

河野  啓

島津 燿 子

○吉野み ど り

くアル ト〉  不fり |1 満美

○杉本 桂子

沼田 久里代

くテ ノール〉 館岡 民夫

慶応大学 、東京芸術大学卒業、'86年 同大学

院 (音 楽学 )修 了。 チ ェンバ ロ を有 田千代 子、

音楽学 を角倉一朗 の各氏 に師事 。宇 田川 貞夫

ガ ンバ リサ イ タル をは じめ種 々の演奏会 に出

演。 東京、横 浜、 山梨、 九州 等 で 活動 中。

東京芸術大学 3年在学 中。 声楽 を三池三郎氏

に自T事。BACH KANTATEク ラブ において

小林道大氏 に、教会音楽 を岳 藤豪希氏 に、指

導 を受 けてい る。都留古楽祭 に参加。 4月 に

Schiitz Abendを 開 く。

東京芸大 3年在学 中。声楽 を戸 田敏 子氏 に

自l碑義。 4月 に Schutz Abendを 局打く。 8月 に

英 国 Dartingtonで A.Rooley,E.Kirkbyの 講

習会 、 山梨 で都留音楽祭 に参加 。

国立音楽大学声楽科卒業後、東京混声合唱

団入団。古楽 ア ンサ ンブル で も活動。宗教 曲 、

現代 音楽 の分 野 に レパ ー トリー曲 を多 く持 つ 。

趣 味 は ジ ョギ ング、スキー 、エ ア ライフル。

体 を動 かす こ との好 きな一 児の母 であ る。

高校卒業後二浪 を経 て現 在東京芸大在学 中。

羽根功 二、伊藤亘行、高丈二 の各氏 に師事 。

1｀曼性睡 り病 を患 らメ、。

会 津高校 を経 て国立音大 声楽科卒業。 田島好

一 、藤村 晃一 の両氏 に師事 。東 京家政 大及 び

付属 高合唱団指揮 者 。

立教大学大学院博士後期 課程 在学 中 (英国

教会音 楽 史 )。 グ レゴ リオ音楽院古楽科 声楽専

攻在籍。

大久
～

べ子  狩野 直子

小西 圭子  小林  真子

鈴木  真澄  須藤佳代 子

・窪 田 玲 子  蔵並 雅美

佐久間史枝  重光 綾子

高田恵美 子  萩原智恵子

伊藤 正 子  丼上やす子  大岩 幸子  佐藤 敏 子

高橋 早苗  田鳴 洋子  中曽根敏 子  永田 寿 子

平野 玲 子  宮崎  米子  山腰 くるみ  山中 照子

釣井 博 之  野 口 碩 ○吉田 一郎  米原 範彦

剛 ○山腰  等  山谷 浩之

○=パー トリーダー

くバ ス 〉 大庭章一郎  小西 宏明  根本

P昭⑤gFalmlne Noltes

プ ロ グ ラム の 前 半 で演 奏 す るMissa Secundaの 作 曲者 ハ ンス・ レオ・ ハ ス ラー (1564～ 1612)は ニ ュル ンベ ル ク

で音楽 家 を父 と して生 まれ 、 1584年 に ヴ ェ ネツ ィアヘ 行 きサ ン・ マ ル コ聖
′
:置 の オ ル ガ ン奏 者 ア ン ドレア・ ガブ リ

エ リに 師 事 し、色 彩 的 で華麗 な ヴ ェ ネツ ィア様 式 の音 楽 を学 び ま した。

ハ ス ラー は宗 教 曲 と と もに世俗 歌 曲 もた くさん残 しま した。特 に「 わ が心 、 なぜ 舌しれ なや む」 は歌 詩 をつ けか

え られ て 「 血 しお した た る 11の み か しら」 とい うプ ロテ ス タ ン トの コー ラル に な った こ とで矢口られ て い ます 。

Missa Secundaは ミサ通 常 文 を
'こ

作 した もの で 、 キ リエ 冒頭 の ド降音 型 の旋 律 とその反 行 形 に よ って 各章 に統

^感 が lJえ られ て い ます 。

ミサ 曲 の 各章 は実 際 の典 礼 の 中 で は連 続 して歌 わ れ る もの で は あ りませ ん 。 本 日は演 奏会 形 式 での ひ とつ の 試

み と して典礼 の 中 での大 きな区切 で あ る Credoの前 後にオル ガ ンの独 奏 曲 をは さん で

'寅

奏 い た します 。

プ ロ グ ラム後 半の 作 曲家 ハ イ ン リッヒ・ シ ュ ッツ (1585～ 1672)は 中部 ドイ ツの ケ ス トリッツ に生 まれ ま した。

シ ュ ッツは 当初 両 親 の 意 志 に従 い法 FF博 七 を志 します が 、ヘ ッセ ンの モ ー リ ッツ学 問伯 の熱 心 なす す め に よ り音

楽家 の道 を歩 み ます 。

ハ ス ラー をは じめ と して 当時 の ドイッの 音 楽 家 が皆 そ うで あ った よ うに 、 シ ュ ッツ もまた 1609年 に ヴ ェネ ツ ィ

アヘ 行 き1612年 まで ジ ョバ ンニ・ ガブ リエ リ (′ スヽ ラーの師 事 したア ン ドレア の甥 にあ た る)に 師 事 しま した。

帰 国後 1617年 に ドレスデ ン宮廷 礼 拝 常 の楽 長 とな り生 ,月:こ の地 位 を全 う します 。

シ ュ ッツの 後 半生 の真 只中 に30年戦 争 (1618～ 1648)が お こ ります 。 あ る記録 に よれ ば 1800万 人の ドイッの 人

11が戦 後 700万 人 に な って しま った といわ れ て い ます 。

こ うい った きび しい日寺ftに あ っ て シ ュ ッツの宮廷 楽 団 も規模 は縮 少 され 、 その質 はみ じめ に低 ドして い き ま し

た。 本 H演奏 す るMusikalische Exequienは そ ん な状 況 ドで 163(,年 に作 曲 され ま した。

この 曲 は シ ュ ッツの 1日 知 で あ ったハ イン リッヒ・ ポ ス トゥー ム ス・ フ ォ ン・ ロ イ ス公の依 頼 に よ り成 立 した も

の です 。 ロイ ス公 は 自分 の死 の近 い こ と を知 り、 自分 の 葬儀 の段 取 りを 自 ら決 め ま した。 音楽 も自 らテ キ ス トを

指 定 して シュ ッツ に依 頼 したわ け です 。 その テ キ ス トは棺 に も彫 りこ ませ た といわ れ て い ます 。

ロイ ス公 の 葬儀 は 1636年 2月 4日 に行 わ れ 、 この 曲 は演 奏 され たわ け です が 、 ロ イス公 自身 も/1前 に この曲 を

試 演 させ 、それ を聴 い た と伝 え られ て い ます 。

全曲 は大 き く 3つ の部 分 にわ かれ て い ます 。 第 1部は 「 ドイツ II11葬 ミサ の形 式 に よ る コ ンツ ェル ト」 で キ リエ

とグ ロー リア か らな る ドイ ツ・ プ ロテ ス タ ン ト教 会 の ミサ 。ブ レヴ ィス にか な う もの です 。 この 部 分 は聖 句 を歌

う独 ‖呂者群 と合 唱 が 交 :互 に歌 い交 わ して い き ます 。 合 ‖||は キ リエ の部 分 で は ドイ ツ語化 され た 「 11よ あわれ み た

まえ」 を歌 い祈 ります 。 グロー リアの部 分 で は独唱 者 の聖 旬 に対 して コー ラル編 曲 の合 唱 曲 で答 え 、聖 句 を我 々

人間 の レベ ル で解 釈 した り、集 団 的 な析願 を棒 げ る とい った構 造 に な って い ます 。

第 2部 は 「 モ テ ッ ト」 で 2重合 叫1に よ る 8声部 の合 ‖ll曲 です 。 この 曲 の テ キ ス トで あ る「主 よ、あ な た さえ い

れ ば」 は 第 1部 で も歌 わ れ て い ます が ロ イス公が 葬儀 の際 の説 教 の テ ー マ と して指 定 した もの です 。

第 3部 の 「 シ メオ ンの カ ンテ ィクム」 は ロ イス公 の棺 が実 際 に埋 葬 され る時 に作 曲 者 自身 のオ旨揮 に よ って歌 わ

オした と伝 え らオして い ます 。

合唱 lNllの 歌 うシ メォ ンの カ ンテ ィクム は 、ル カ伝 中 のエ ピソー ドで 、主 が つ か わ す救 い主 に会 う まで は死 ぬ こ

とは な い とい う聖 霊 の お 告げ を うけ て い た老 人 シ メオ ンが幼 了イエ ス を腕 に抱 い て神 をた た えた賛歌 です 。

これ に X・lし て 2人 の セ ラフ ィム と「幸福 な魂 」 か らな る第 2の グル ー プ は 「主 にあ って死 ぬ者 は幸 い な り」 と

歌 い 、降I体 を離 れ て 人 l■lに 李 り天 11の 霊 や 天 使 た ち と交 る幸 福 な魂 を示 して い ます 。

有 名 な 青楽 学 者で あ る、 アル フ レー ト・ ア イ ンシ ュ タイ ンは シ ュ ッツ を評 して 物 |り うるか ぎ りの もっ と も精

神 的 な 計楽家 」 と :■って い ます 。 ‐
午間 にわ た って シ ュ ッツの 音楽 に取 り くん で み て 、 いか にそ の存 在 が 崇 高 か

つ孤 高 で あ り現 ft社会 ―般 の価 f16感 か らか け離 れ た もの で あ るか を痛 感 い た しま した。

シ ュ ッツの 音楽 が広 く ・般 大衆 に受 け 入れ られ る もの で は な い こ とは 、 は っ き り して い ます 。 しか し永遠 にそ

のノ
1二 命 を持 ち続 け るで あ ろ うこ と も確 か な こ とで あ る と確 信 い た します 。

優木



Missa Secunda

Kyrie
I(i rit' t'lt,isorr

Christe eleison
Ky'rie eleison

Gloria
Gloria in excelsis Deo.

Et in terra pax hominibus bonae voluntatis.
I-audarnus te :

benedicirnus te:
Adoranrus te: glorif icamus te.
Gratias aginrus tibi propter magnam gloriam tuam.
Domine Deus, Rex coelestis. Deus Pater omnipotens.
Dornine Fili unigemite, Jesu Christe.
Domine Deus, Agnus Dei, Filius Patris.

Qui tollis peccata mundi, miserere nobis.

Qui tollis peccata mundi, suscipe deprecationem nostram.

Qui sedes ad dexterarn Patris, miserere nobis.
Quorriam tu sollrs Sanctus, tu solus Dominus,
tu solus Altissinrus, Jesu Christe,
Curn Sancto Spiritu in gloria Dei Patris.
Amen.

Credo

Credo in unum Deum.

Patrem omnipotentem, factorem coeli et terrae,
visibilium omnium et invisibilium.

Et in unum Dominum Jesum Christum,
Filium Dei unigenitum.

Et ex Patre natum ante omnia saecla.
Deum de l)eo, lumen de lumine, Deum verum de Deo vero.

Genitum non factum, consubstantialem Patri:
per quem omnia facta sunt.

Qui propter nos homines,
et propter nostram salutem

descendit de coelis.
Et incarnatus est de Spiritu Sancto ex Maria Virgine:

et honro factus est.

Crucifixus etiam pro nobis: sub Pontio Pilato
passus, et sepultus est.

Et resurrexit tertia die, secundum Scripturas.
Et ascendit in coelum, sedet ad dexteram Patris.
Iit iterunr vellturus est cunr gloria judicare

vivos et mortuos: cujus regni non erit finis.
Et in Spirium sanctum, Dominum et vivificantem:

qui ex Patre et Filioque procedit.

Qui cum Patre et Filio simul adr:ratur, et conglorificatur:
qui locutus est per Prophetas.

Et unam sanctam catholicam et apostolicam Ecclesiam.

Confiteor unum baptisma in remissionem peccatorum.

Et expecto resurrectionem mortuorum,
et vitam venturi saeculi. Amen.

Sanctus
Sanctus, Sanctns, Sanctus, Dominus Deus Sabaoth.

l)leni strnt coeli et terra gloria tua.

Hosanna in excelsis.

Benedictus clui venit in nomine Domini.
Hosanna in excelsis.

Agnus Dei

Agnus Dei, qui tollis peccata mundi, miserere nobis.

Agnus Dei, qui tollis peccata mundi, miserere nobis.

Agnus Dei, qui tollis peccata mundi, dona nobis pacem.

キ リエ

iiヒ 、らわれみた 文え

キリストよ、 あわれみたまえ

主よ、あわれみたまえ

我 らの折 りをうけた まえ。

クレ ド

我は唯―の神・全能の父。

大地とすべて,ι l》 る物と,こ えさる物の造り主を信す。

我は唯―の主イエス=キ リストを信す。

主は、よろす lllの さきに、

父より,Lま れたるひとりの御 r、

神よりの卜い、たよりの光、まことの神よりのまことの神、
j生 られすして′

liま れ、父と一体なり。

よろすの もの

11に よ 1)て
,生 ら

'tた
')。

主はわオtr)人 類のため、

また我 らを救 わんがために天よ りくだ り、

聖霊に よ りてお とめマ リア より肉体 を受け 、

人性をとり、

我らのためにポンテオ=ピ ラトのとき、|‐

′
1架につけ r)れ 、

苦しみを受け、葬 r)れ 、

聖書にかないて三日目によみがえり、

人に
'11)、

父のイrに 座したまえり。

また栄光をもって|'ひ きたり、

11け る人とクロ」る人をさ
`Jき

たまJ)ん 。

その11は 終 ることな し。

我は聖霊 をff:す 。

聖霊は命 を・Jう る主、

父と rよ りヽヽで、

父と「
とともに拝みあがめ r)れ ん、

讀言行によりて語りたまいし主なり。

我は使徒たちよりの唯―の聖公会を信す。    ヽ

罪の枚しをうるplF― の洗札をイ:;認す。

死にし人のよみがえりと来世の命を望む。アーメン。

サ ンク トゥス～ベネディク トゥス

聖なるかな、聖なるかな、聖なるかな、万11の 神。

主の栄た人地に満てり。

いと高きところにホザンナ。

ほむべきかな、上の御名によりてきたる者。
いと高きところにホザンナ。

アニュス・ デイ

世のり‖を除きたもう‖!の /卜■よ、我らをあわれみたまえ。

世の]を除きたもうトトの4、準よ、我 r)を あわれみたまえ。

lllの ‖1を Иtき たもうlllの /1、 γlよ 、主の'ド々をl■ えたまえ。

ヽ
ヽ
ヽ サ・セクンダ Musikalische Exequien

I . Concert in Form einer teutschen Begribnis.
Missa

(KYRTE)

(Kyrie eleisonJ 
-Tenor 

1, Tenor 2, Eass I

Nacket bin ich vom Mutterleibe kommen.

Nacket werde ich wiederum dahinfahren.

ber Herr hats gegeben, der Herr hats geno-

mrnen; der Name des Herren sei gelobet !

Hiob 1, 2l
Sechsstimmiger Chor

llerr Gott, Vater im Himmel, erbarm dich

iiber uns.

(Christe eleisonJ - Sopran 1, Sopran 2,f enor I

Christus ist mein Leben, Sterben ist mein

Gevvinn. Siehe, das ist Gottes Lamm, das der

Vヽelt Sunde tragt! Phi1 1,21:」 oh l,29

Sechsstimmiger Chor

Jesu Christe, Gottes Sohn, erbarm dich i.iber

uns.

IKyrie eleison) - Alt und Bass 1

Leben wir, so leben wir dem Herren; sterben

rvir, so sterben wir dem Herren. Darum, wir
leben oder sterben, so sind wir des Herren.

Riim. 14,8

Sechsstimmiger Chor

Herr Gott, heiliger Geist, erbarm dich i.iber

utls.

(GLORTA)

(Gloria in exelsis Deo...) 
-Sopran 1, Sopran 2,

All, Tenor 1, Tenor 2, Bass I

Also.hat Gott die Welt geliebt, daB er seinen

eingebornen Sohn gab, auf daB alle, die an ihn

glauben, nicht verloren werden, sondern das

ewige Leben haben.

Sechsstimmiger Chor

」oh 3.16

Er sprach zu seinem lieben Sohn: "Die Zeit
ist hie zu erbarmen, fahr hin, meins Herzens

rverte Kron, und sei das Heil der Armen und

hilf ihn' aus der Siinden Not, erwilrg fiir sie

den bittern Tod, und laB sie mit dir leben."

Nun lreut euch, lieben Christen gmein, EKG 239, Str.5

ムジカーリッシェ・エクゼクIスーエン

鋼 棘

―

―

i.ド イツ埋葬ミサの形式によるコンチェル ト

〔キリエ〕

〔主よ、憐れみたまえ〕 テノール 1、 テノール2、 バス 1

1果 で私は母の胎 を出た。裸 でまた、そこへ帰 ってゆ

こう。 主カイお与えになったもの を、 主がお取 り場てし

になったのだ。主の御名はほむべきかな !

(ヨ ブ記 1、 21)

皇11禽 F天にまします父よ、お
｀
>な摯れみたま

〔キリストよ、憐れみたまえ〕一ソプラノ1、 ソプラ

ノ 2、 テ ノール 1

キ リス トは 私 の 命 、 死 は私 の 益 。 見 よ、世 の 罪 を担

いたもう神の小羊を。

6声部合唱

イエス・ キリ

(ピ リピ書 1、 211∃ ハネ伝 1、 29)

ス ト、神の御子よ、われ らを憐れみた

まえ。

(主 よ、憐れみたまえ〕一 アルト、バス 1

われ らが生きる時、われ らは主のために生 きる。わ

れ らが死ぬ時、われ らは主のために死ぬ。それゆえ、

生 きるにしろ死ぬに しろ、われ らは主の ものである。

(ヨ ハネ伝 3、 16)

6声部合唱

主なる神、聖霊 よ、われ らを憐れみたまえ。

(グ ローリア〕

〔いと高きところにいます神に栄光あれ……〕一 ソ

プラノ1、 ソプラノ2、 アルト、テノール 1、 テ/一 ル2、 バス 1

か くも神は世を愛 したまい、 そのひとり
「

を員易わっ

た。 そオ■は、 彼をf言 じる者がひとりも減びることな

く、永遠の命を得 るためである。 (ョ ハネ伝 3、 16)

6声部合唱

神はいとしルに語 った、「今こそ、憐れみの時が来

た。行け、わが心の 貴き冠。貧 しき人々の救いとな

り、彼らを罪の苦難 より助け、彼らのために苦 き死

を殺 し、彼 らをそなたと共に生か しめ よ。」

『いまぞ喜べ、汝らキリス トのともがらよJ第 5節 、

EKG(福 音教会聖歌集)239

―

＝

‘
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Herren,welcher unsern nichtigen Leib verklaren ス トはゎれ rっ の卑 しいか J,だ を変容 させ、ご l'1身 の

wird,daS er ahnlich werde seinem verklarten   神々しいか らだ と等 しくして 下さるだろう。

Leibe               P輛 13,20u21                 (ピ リピ書 3、 2Cl-21)

IDomine Fili unigenite, Jesu Christe' . .) -
Soprarr 2, Tenor 2

Das Blut Jesu Christi, des Sohnes Gottes,

machet uns rein von allen Siinden.

tr Joh i,7

Sechsstimmiger Chor

Durch ihn ist uns vergeben die Siind, gesche'

nkt das Leben. Im Himmel solln wir haben,

o Gott, wie groBe Gaben.

Nun lasst uns Gott dem Herren, EKG 227, Str.6

Sopran I Bass 1

[Jnser Wandel ist im l{immel, von dannen wir

auch rvarten des Heilandes Jesu Christi, des

Sechsstimmiger Chor

Es ist allhier ein Jammertal, Angst, Not und

Triibsal iiberall; des Bleibens ist ein kleine

Zeit, voller Miihseligkeit, und wers bedenkt, ist

immer im Streit.

lch hab mein Sach Gott heimgestellt, EKG 315, Str 3

(Qui tollis peccata mundi...) - Tenor 1, Fqor 2

Wenn eure Si.inde gleich blutrot wiire, soll sie

doch schneeweiB werden; wenn sie gleich ist

wie rosinfarb, soll sie doch wie Wolle werden.

Jes 1,1B,

Sechsstimmiger Chor

Sein Wort, sein Tauf, sein Nachtmahl dient

wider allen Unfall; der Heilge Geist im Glau-

ben lehrt uns darauf vertrauen.

Nun lasst uns Gott dem Herren, EKG 227, Str 5

(Suscipe deprecationem nostram) - At

Gehe hin, mein Volk, in eine Kammer und

schleuB die Tiir nach dir zu; verbirge dich

einen kleinen Augenblick, bis der Zorn vorti-

bergehe. 」es 26,20

Sopran 1, Sopran 2, Eass

Der Gerechten Seelen sind in Gottes Hand,

und keine Qual rilhret sie an. Filr den Unver-

stlndigen werden sie angesehen, als stiirben

sie, und ihr Abschied wird fijr eine Pein gere-

chnet, und ihr Hinfahren fiir Verderben: aber

〔ひとり子なる主、イエス・キリスト……〕一 ソプ

ラ ノ 2、 テ ノール 2

神 の御
「

イエ ス・ キ リス トの 血 が 、 わ れ る をす べ て

の罪より浄あてくれる。  (∃ ハネ第 1書 1、 7)

6声部合唱

キリス トによりわれ らの罪は赦 され、命がわれらに

与えられる。天にわれ らは、おお神 よ、どれ |ュ ど大

きな賜物 を得ることで しょうか。

「いさ
・
、主なる神に感謝を捧げんJ第 6節 、 E KG 227

ソプラノ 1、 バス 1

われ r)の なりわいは、天にある。そこからわれ J)は 、

主なる救い[L、 イエス・キリス トを待 ち望む。キリ

6声部 合 唱

こ こは ,戻 の 谷 、不 安 、苦 難 、憂 い が あ るば か り。 東

の |:日 の 宿 りに は 辛 苦が 満 ち 、世 を思 い み る者 は 、 た

えず 高 藤 に さ ら され る。

「われわが ことを神 に委ねJ第 3節 、 E KG 315

〔世 の 罪 を除 き た も う者 ……・〕 ― テノール 1テ ノール 2

汝 らの 罪 が rILの よ うに 赤 くと も、 そ れ は雪 の よ うに

自 くな ろ う。 その 色 が 乾 しぶ ど うの よ うに濁 っ て い

て も、羊 の 毛の よ うに 清 くな ろ う。

(イ ザ ヤ書 1 18)

6声 部 合 唱

御 言 葉 、 洗 礼 、晩 餐 は 、 す べ ての 災 に あ ′)が う力。

聖 霊 は 、信 仰 に お い て 、 わ れ らが そ れ に依 り頼 むべ

し と教 え て い る。

rい ざ、主 なる神に感謝 を棒 げん』 第 5節 、 E K G 227

(わ れらの願いをきき入れたまえ〕一 ァルト

わが1モ よ、部屋に入り、おのれのうしろの戸を開 し

よ。 怒 りが す ぎゆ くまで 、 しば し身 を隠 しお れ。

(イ ザ ヤ 書26 20)

ソプ ラ ノ 1、 ソプラノ 2、 ノ` ス

正 しき者の 魂 は神 の御 手に あ り、 どん な責 苦 も彼 ら

に届 くこ とは な い。 分 別 な き者 の 目に は 彼 らが 死 ん

だ よ うに 見 え るだ ろ う。 告 別 は苦 しみ 、 去 りゆ くは

滅 び と見 な され よ う。 しか し、 彼 らは ｀
I二 安 の 中 に あ

る。         (ソ ロモ ンの矢o恵 3、 1-3)

Alt, Tenor 1, Tenor 2, Bass 1

Herr, wenn ich nur dich habe, so frage ich

nichts nach Himmel und Erden. Wenn mir
gleich Leib und Seele verschmacht, so bist du,

Gott, allzeit meines Herzens Trost und mein

Teil Psalm 73 25-26

Sechsstimmiger Chor

Er ist das Heil und selig Licht fiir die Heiden,

zu erleuchten, die dich kennen nicht, und zu

weiden, er ist seines Volks Israel der Preis,

Ehr, Freud und Wonne.

Mit Fried und Freud ich fahr dahin, EKG 310, Str.4

Bass 1, Bass 2

Unser Leben wiihret siebenzig Jahr, und wenns

hoch kOmmt, so sinds achtzig Jahr, und wenn

es ktistlich gewesen ist, so ist es Miih und

Arbeit gewesen. Psalm 90, 10

Sechsstimmiger Chor

Ach, wie elend ist unser Zeit allhier auf dieser

Erden, gar bald der Mensch darnieder leit, wir
mi.issen alle sterben. Allhier in diesem Jammer'
tal ist Milh und Arbeit tiberall, auch wenn dirs

wohl gelinget.

Ach wie elend ist unser Zeit, Str l
(Qui sedes ad dexteram Patris. . .) - Tenor 1

Ich weiB, daB mein Erliiser lebt, und er wird
mich hernach aus der Erden auferwecken, und

werde darnach mit dieser meiner Haut umge-

ben werden, und werde in meinem Fleisch Gott
sehen. Hlob 19 25-26

Sechsstimmiger Chor

Weil du vom Tod erstanden bist, werd ich im
Grab nicht bleiben; mein hdchster Trost dein

Auffahrt ist, 'fodsfurcht kannst du vertreiben;

denn wo du bist, da komm ich hin, daB ich stets

bei dir leb und bin; drum fahr ich hin mit Fre-

uden.

Wenn mein Sttindlein vorhanden ist, EKG 313, Str. 4

(Quoniam tu solus sanctus..,) - Sopran 1, Sopran 2,

Alt, Tenor 1, Tenor 2, Bass I

Herr, ich lasse dich nicht, du segnest mich denn.

l.Mose 32,27

アル ト1、 テノール 1、 テノール 2、 バス 1

「ヒよ、 あなたさえ私にあ′しば、 天に もよ也に も、 私の

尋ね求め るものはない。わ力̀か らだ と魂 力̀衰 え
`よ

う

とも、神よ、あなたはいつでもわが心の慰め、私の

部 分 なの で す。 (言 寺篇 73、 25-26)

6声部 合 唱

彼 は 異 邦 人の救 い に して 幸 い な る光 、 あ な た を知 ら

ぬ 人 々 を も照 ら し、 牧 した も う。 彼 は その 民 イ ス ラ

ェ ルの 栄 光 とは まれ 、 喜 び と楽 しみ 。

「平安 と喜 び もてかれ は往 くJ第 4節 、 E K G 310

バ ス 1、 パ ス 2

わ れ らは この世 で 70年 の 命 、健 や か で あ っ て も、 80

年 に す ぎな い。 た とえ 貴重 な生 で あ っ て も、骨 折 り

と労 苦 ば か りで過 ぎて ゆ く (詩 篇 90、 10)

6声部合唱

ああ、この置で過 ごすわれ らの生の、なんと'I参 めな

ことか。老いゆ くと見る間に、すべての人が死なね

ばなやぬ。 ここ涙の谷においては、幸いに恵まれた

者にす ら、至 るところ骨折 りと労苦がある。

『ああ、何と惨めなわれらの時J第 1節

〔父の右に座したもう者……〕一テノール l

私は知 る、 私 をあ力fな う者は生 きておらオじる。 の ち

の 日に彼は私 を地中か ら目覚め させ るであろう。そ

の とき私はこのわが皮膚に身 をつつ まれ、わが肉の

ま ま、神 を見 るで あ ろ う (ヨ ブ言己19、 25-26)

6声部合唱

あなたが死か らよみがえりたもうたからには、私 も

墓に朽 ち果てることはないで しょう。あなたの昇天

は、わがこよなき慰め。死の怖れを、あなたは違い

払って下 さいます。なぜなら、あなたのおられる所

に私 も行 き、私はつねにあなたと共に生 き、また在

るからです。ですから私は、喜んで世 を去ってゆき

ます。

『わがいまわの時いざ来たらばJ第 4節 、 E KG 313

(汝は唯―の聖なる者……〕一 ソプラ/1、 ソプラノ

2、 アル ト、テノール 1、 テノール 2、 /ヽス 1

主 よ、私はあなたを離 しません、私 を祝福 して下 さ

るまで。
sie sind in Frieden. Weも h3,1■



Sechsstimmiger Chor

Er sprach zu mir: "Halt dich an mich, es soll dir
itzt gelingen; ich geb mich selber ganz fUr dich,

da will ich ftir dich ringen. Den Tod verschlingt
das Leben mein, mein Unschuld trlgt die Siinden

dein; da bist du selig worden."
Nm freut euch, lieben Christen gmein, EKG 239, Str 7 (bzw 8)

2. Motette: Herr, wenn ich nur dich habe

Achtstimmiger Doppelchor

Herr, wenn ich nur dich habe, so frage ich
nichts nach Himmel und Erden. Wenn mir
gleich Leib und Seele verschmacht, so bist du

doch, Gott, allezeit meines Herzens Trost und

mein Teil. Psalm 73,25-26

3. Canticum B. Simeonis

Chor l: Fijnfstimmiger Capellchor

Herr, nun ldssest du deinen Diener in Frieden

fahren, wie du gesagt hast. Denn meine Augen

haben deinen Heiland gesehen, welchen du bere-

itet hast fiir allen VOlkern, ein Licht, zu erleu-

chten die Heiden und zum Preis deines Volks
Luk 2,29-32

Chor 2t Dreistimmiger Favoritchor (Seraphim 1

und IL Beata anima cum Seraphinis)

Selig sind die Toten, die in dem Herren sterb-
ben. Sie ruhen von ihrer Arbeit, und ihre Werke
folgen ihnen nach. Sie sind in der Hand des

Herren und keine Qual riihret sie. Selig sind die
Toten, die in dem Herren sterben.

Oflb. 14, 13 und Weish. 3, 1,

6声部合唱

彼は私に言われた。「私に依 り頼め、今やお前に成

功が恵まれよう。私は私自身をすべてお前に与え、

お前のために戦おう。わが生が死 を食い尽 し、わが

無事がお前の罪を担 う。 こうして、お前は至福の身

となったのだ。」

rい まぞ喜べ、キリス トのともがらよJ第 7節 、E K G 239

2.モ テッ ト :主 よ、あなたさえ私にあれば

8声部の二重合唱

主 よ、あなたさえ私にあれば、天にも地にも、私の

尋ね求め るものはない。わがか らだと魂は衰えよう

とも、神 よ、あなたはいつでもわが心の慰め、私の

一部 分 なの で す。 (詩 篇 73、 25-26)

3.シ メ オ ンの カ ンテ ィ クム

合 唱 1:5声 部 の カ ペ ッ ラ合 唱

主 よ、 今 こ そ あ な た は、 み 言 葉 の 通 りに 、 この し も

べ を安 らか に逝 かせ て 下 さい ます。 私 の 目が あ な た

の 下 され た救 い 主 を見 たの で す か ら。 救 い 主 は あ な

た が 万民 の ため に お備 え に な っ た もの で 、 異 邦 人 を

照 ら し出 す光 、 み 民 イ ス ラエ ルの 栄 光 なの で す 。」

(ルカ伝 2、 29-32)

合 唱 2:3声 部 の 選 抜合 唱 (セ ラフ ィム Iと H、 セラ

フ ィム と共にある至福の塊 )

主 に あ っ て死 に ゆ く者 は幸 い な るか な。 彼 らは その

労 苦 を解 か れ て休 み 、 その わ ざ は 彼 らに つ い て行 く、

彼 らは主 の 御 手に あ り、 どん な責 苦 も彼 らに F13く こ

とは な い。 主 に あ って死 に ゆ く者 は 幸 い な るか な。

(ヨ ハネ黙示録 14、 13、 ソロモ ンの知恵 3、 1)


